
■　従来の緑字決算からの改定点

　　緑字決算はその時代のニーズや課題に合わせて対象とする項目を見直し、重要度も再検討することになっています。

　　２００８年度から２０１０年度までの活動を評価する緑字決算対象項目の選定と重み付けには下記の改定をいたしました。

　　①　インターネット上の調査で、約15,000名の方に次期の緑字項目それぞれの重要度に関して5段階評価をしていただき、
　　　　その結果を係数化したものを今回の重み付けとしました。
　　②　緑字ECO評価基準・計算方法をこれまでの基準年からの改善率をもとに計算する方法から、その年の目標に対しての
　　　 達成率をもとに計算する方法に変更しました。
　　③　環境にプラスに働く、“環境コミュニケーションの推進”“グリーン購入の推進”“環境配慮型商品の開発”“環境ボランティア
　　　 の推進”を追加しました。
　　④　“オフィス部門電力使用量の削減”“コピー用紙使用量の削減”“生産部門エネルギー使用量の削減”“社会貢献活動費用”
　　　　については、これまでの活動により一定の成果が得られたため今後も活動は続けますが、緑字の対象項目からは外しまし
　　　　た。

■　重み付け投票詳細

生産部門
の二酸化
炭素排出
量の削減

物流部門
の二酸化
炭素排出
量の削減

生産部門
の用水使
用量の削
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棄物排出
量の削減

環境ボラ
ンティア
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進

環境配慮
型商品の
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環境配慮
型商品の
販売促進

営業車等
への低排
出ガス車
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環境コ
ミュニ
ケーショ
ン推進

↓ 5段階投票結果に＋２、＋１、０、－１、－２のウエイトをかけて加重平均値をだします

1.48 1.43 1.40 1.65 0.97 1.16 1.38 1.38 1.35 0.71

↓ 加重平均値を加重平均値全体の平均1.28で割ったものを重み付け係数とします

重み付け係数 1.16 1.11 1.09 1.29 0.76 0.90 1.07 1.07 1.06 0.56

■　投票の詳細結果

　緑字項目ごとの重み付け　5段階評価内訳
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生産部門
の用水使
用量の削
減

工場の廃
棄物排出
量の削減

環境ボラ
ンティア
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グリーン
購入の推
進

営業車等
への低排
出ガス車
の導入

環境コ
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ケーショ
ン推進

9,114 8,442 8,164 10,903 4,758 6,007 7,627 3,595

4,392 4,878 5,041 3,094 6,121 6,022 5,439 5,599

1,161 1,321 1,438 805 3,184 2,364 1,531 4,066

168 206 209 78 648 386 249 1,296

122 110 105 77 246 178 111 401

1.48 1.43 1.40 1.65 0.97 1.16 1.35 0.71

1.16 1.11 1.09 1.29 0.76 0.90 1.06 0.56

加重平均

重み付け値
環境配慮型商品の
開発、販売の促進

重要だと思う：2 7,916

やや重要だと思
う：1

5,158

どちらともいえな
い：0

1,565

あまり重要でない
と思う：-1

214

重要だとは思わな
い：-2

104

加重平均値 1.38

重み付け係数 1.07
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